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部
2
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 第

5
8
号 

田
二
、
三
男
対
策
に
つ
い
て
 

五
、
小
田
桐
源
太
郎
訟
員
 

輸
阿
部
堰
の
揚
排
水
に
つ
い
 

て
 大
、
西
谷
美
佐
雄
議
員
 

の
薪
炭
費
に
つ
い
て
 

回
特
別
職
の
専
任
に
つ
い
て
 

内
林
業
対
策
に
つ
い
て
 

七
，
土
岐
伝
吉
鵬
員
 

一
般
質
問
者
お
よ
び
そ
の
項
貝
主
、
山
谷
満
広
鵬
員
 

一
一
般
質
澗
の
あ
ら
ま
し
一
 

市
 

水
 

" 

一
 

I“
、
 

日
可
 
旧
認
 麟

 

、
‘
Jノ

 

神
 

団
畏 

税
 
務
 
課
 

三
十
一
日
ま
で
執
務
 

税
務
課
で
は
歳
未
徴
税
の
た
め
 

三
十
一
日
正
午
ま
で
窓
口
執
務
 

し
ま
す
。
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附
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一
五
、
集
会
所
新
築
に
つ

1
 

簡
鱗
化
に
つ
い
て
 
同
台
風
十
五
号
の
被
害
に
つ
 

A
r
 

ン
ー
 
，
●
ー
ノ
●
ノ
ノ
ノ
り
ン
ー
と
 

一
四
、
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
一
六
、
固
定
資
産
評
価
審
査
並
 
（
失
業
対
策
と
産
業
振
興
策
 
い
て
 

い
て
 
』
・
 

八
、
斉
藤
蔵
員
 
（
映
は
つ
 

一
窪
移
災
翼
湾
唯
愛
球
一
 

に
つ
い
て
）
 

（
市
農
業
共
済
組
合
事
務
所
 

敷
地
と
し
て
元
町
の
市
有
地
 

六
十
一
坪
九
合
五
勺
を
月
額
 

七
五
円
で
賃
貸
す
る
）
 
二
 

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
 

め
る
。
 
（
俵
元
三
上
泰
助
氏
 

を
同
意
）
 

一
七
（
起
債
及
び
貫
還
方
法
・
 

編
難
鷲
発
事
務
所
の
器
野
嫁
誌
慧
勃
 

誘
致
に
つ
い
て
，
・
 

m馴
』
」

F・
二
、
，

(
'
t

む
一
！
ジ
い
 

る
こ
と
が
 

私
ど
も
の
令
 

⑨
盤
難
離
誘
致
に
っ
器
隣
撃
張
繊
騒
 

難
落
舞
難
締
 

「
み
ん
か
 

を
＋
分
な
ザ

Lビ
ブ
・
 

で
安
く
予
「
一
と
八
ご

Q旨
一
 

こ
と
す
な
わ
・
ち
”
一
需
）
堕
、
 

用
者
・
市
民
の
み
凄
レ
国
 

さ
ま
の
ご
利
益
「
 

を
図
る
こ
と
が
で
・
き
な
、
」
 

九
、
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て
 
は
次
の
通
り
 
の
五
小
、
五
巾
の
増
改
築
に
 

議 
市
 

会 十 
二
月
定
例
会
 

（
な
い
も
の
で
す
・
 

（
鶴
ケ
岡
小
学
校
室
内
運
動
一
、
松
元
与
三
郎
鵬
員
 
つ
い
て
 

場
建
設
敷
地
と
し
て
二
反
三
 
の
し
尿
処
理
場
新
設
に
つ
い
 
回
水
道
幹
線
延
長
に
つ
い
て
 

W私
ど
も
水
道
課
の
全
職
員
は
 
つ
て
し
ま
い
ま
十
』
 

お
知
ら
せ
 
篇
用
者
元
勲
お
為
一
働
用
料
等
か
敏
・
と
 

て
 
い
馴
牛
．
賛
腸
奨
鳳
に
《
一
、
 
「
旦
 
佐
凶
甘
等
叫
事
一

α
 

ま
 
A太
、
レ
ー
ゼ
 

W需
用
者
】
万
五
千
人
の
生
命
一
使
用
料
等
の
滞
製
と
 

国
保
事
業
の
 

囚
乳
牛
、
養
豚
奨
励
に
つ
い
 

畝
を
四
八
三
千
円
で
買
収
）
 
て

一
〇
、
寄
附
採
納
（
松
野
木
集
二
．
櫛

会
所
新
築
使
用
材
に
充
て
る
 
の
市

た
め
中
川
重
蔵
か
ら
ヒ
パ
丸
 
て

太
拾
四
石
．
杉
立
木
人
六
石
 
回
市

を
寄
附
）
 
て

一
一
、
寄
附
採
納
（
ー
ノ
坪
よ
 
的
市

り
津
軽
飯
詰
駅
に
至
る
新
設
 
て

道
路
用
地
と
し
て
飯
詰
伊
藤
《
 

二
．
櫛
引
留
吉
議
員
 
て
 
”
を
お
ち
ず
か
り
し
て
い
る
り
ー
と
は
、
水
濃
鵬
誓
こ
 

般 
一
 質
間
で
張
切
る
 

入
当
り
七
千
円
 
”
と
同
様
で
あ
る
 
わ
琴
を
 

・
 

；
二
；

・
三
」iー

ー

、
ー

・
く
 
酬
 

 
と
い

う
自
覚

の
 
【
・
ー
 
ー
 
獄
か
・

り
 

の
市
税
の
滞
納
処
分
に
つ
い
 
同
支
所
の
統
廃
合
に
つ
い
て
 
医
療
費
 

て
 
困
公
益
質
屋
の
あ
り
か
た
に
 

回
市
立
病
院
の
運
営
に
つ
い
 
つ
い
て
 
昭
和
三
十
三
年
度
お
よ
び
三
十
 

て
 
四
、
寺
田
義
雄
鵬
員
 
四
年
度
の
国
保
事
業
内
容
に
つ
 

難
難
競
（
黙
鶏
務
柳
』
 
織
」
 

（
追
加
額
九
、
〇
五
〇
千
円
 

総
額
四
八
、
七
九
五
千
円
）
 

四
，
特
別
会
計
都
市
計
画
事
業
 

歳
入
歳
出
更
生
予
算
（
減
額
 

更
生
一
一
、
 
一
七
二
千
円
総
 

『
務
膿
銃
鍛
譲
無
勢
寒
涼
い
 
難
如
 

滞
民
の
生
活
向
上
に
っ
い
嬰
籍
警
麟
裂
ふ
警
託
蹴
鋳
か
給
府
 

山内市

長 

仙庭

議
長 

玉
競
慈
韻
群
肱
一
一
察
轍
毒
 

茅
議
鍬
脳
餌
親
一
窺
灘
瀬
 
響
 

縛
蹴
 

一
 

一
 

な
お
三
〇
余
万
円
の
不
足
を
み

m
 

額
「
ニ
、
一
五
四
千
円
『

I
 
保
週
外
四
名
か
ら
合
酬
一
一
（
（
新
し
く
成
人
と
な
ら
れ
た
方
の
前
途
を
祝
福
し
て
昭
和

1
1

一
十
五
年
度
 

五
一
f徴
幡
条
例
の
一
部
改
正
一
三
坪

m冶
遣
嶋
附

H
;
 

：
二
一
の
成
人
式
を
行
な
い
ま
す
か
ら
、
 
ぜ
ひ
ご
出
席
下
・
さ
る
よ
う
，
知
ら
 

額
一
ニ
、
 
一
五
四
千
円
）
 

保
造
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四
名
か
ら
合
計
ー
ー
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一
）
“
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全
に
ジ
な
海
恥
土
熱
春
ス
で
安
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念
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・

す
る
た
計
両
を
 

頑
張
つ
 

4ー
ユ
・
‘
「
‘
 

”
でA
れ
）
に
か
 

普
の
み
 

に
、
（
一
 

鶴
、
 

中
 

五
所
川
原
市
議
会
第
三
十
九
回
 

一
（
灘
難
難
（
響
財
静
鰍
変
更
に
舞
難
羅
慧
熱
蒸
盤
滋
躍
虜
擢
唯
瑛
環
護
議
」
一
難
難
溜
難
繊
薄
一
柳
 

」
獅
甥
謹
雑
競
芦
ー
津
：
畔
 
」
誘

m麹
『
苦

n」E結
譲
細
掃
課
豊
（
鶏
舞
麓
銭
栽
彫

9
1
編
群
慧
い
事
型
ー
一
駐
註
讐

8
3
購
講
 」

懇
鱗
』
繊
「

l
f

」
葦
喫
歳
出
追
加
撃
璃
響
鷲
議
細
無
灘
灘
鷲
一
毅
繊
「
成
人
式
縄
つ
い
て
『
竿

L一
難
難
醐
醐
灘
」
難
ま
 

謹
鰐
驚
難
需
陰
虜
変
更
に
大
」
（
灘
鷺
鷲
灘
難
覇
愛
什
響
碧
む
に
む
「
ジ
．
《
ぐ
編
」
「
”
姦
鱗
「
）
羅
籍
一
縄
 

局
ま
で
、
申
《
半
額
三
、
五
五
〇
円
け
市
役
所

m
 !

 

課
 

市
 

翻
蕪
押
綴
難
鷺
麟
嚢
熱
一
難
緋
一
一
醸
審
鷲
霧
蕪
報
群
一

m
W
轟
一
鷺
麟
鱗
一
麓
 

成
人
式
縄
つ
い
 

原
 道

 
ー
ー
ー
一

f
 
気
相
麟
加
勲
い
“

m 三
 
瑚
掬
の
一
部
改
正
に
関
す
る
，
鍵
」
拷
輪
紗
洞
雌
”
一
十
瞬
 
場
が
 
酒
序
ハ
房
，
杉
卸
弾
 
一
可
糾
慧
『
世
か
削
雪
リ
「
孫
濠
漕

m・
メ
 

瓢
細
器
加
鷲
務
定
ノ
議
誕
熱
疑
雄
舞
織
舞
凱
宗
織
｛
．
十
時
場
所
五
所
川
原
高
校
講
常
 
一
賜
銭
」
？
認
議
雄
一
 

ー
？
を
も
・
引
訓
君
州
剖
【
引
タ
知
釦
沿
れ
漏
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十
二
月
十
七
日
発
令
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防
団
員
並
に
第
一
分
団
第
四
』
十
也

h
o
 

ー
ー
「
‘
．
（
い
」
『
？

H
 
月
 

頃
灘
押
喫
醜
鰹
一
市
浩
防
団
長
に
神
武
氏
 
鵬

m議
縄
婆
姦
舞
い
謡
昨
鴛
懲
灘
議
」
一
蕪
「
賭
 

コ
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一
ー
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止
町
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付
 
鷲
議
一
 

し
た
が
つ
て
前
記
三
五
五

O円
”
 

所
 
鷲
議
一
 
彫
翼
蕊
医
磁
 
告
己
言

I昌
ョ
玉
一
ー
ー
ー

I
i

言iー
三
『
ー

i
i
I

ー
畦
昨
畦
誕
庭
鎚
襲
」
鑓
一
分
団
第
七
網
掲
話
鯉
稽
謂
一
が
水
栓
を
 
の
 

務
所
で
は
一
 
彫
 
「
鈴
案
欧
鵬
 
ー
 
ー
 
副
団
長
 
尾
崎
 
藤
雄
消
防
団
員
並
に
第
一
分
団
第
七
 

市
浩
防
団
長
に
神
武
氏
 

十
月
四
日
 
難
糾
篇
鱒
篇
一
 
一

l
b

ゴJレ7 」
《
《
戸
、
一
」
申
」
・
、
《
」
、
 
願
い
に
よ
り
消
防
団
員
並
び
に
部
長
を
命
ず
る
 

一
父
 

金
を
充
当
し
ど
う
に
か
過
し
た
「
 
す
れ
ば
何
 

令
 

、
 

解
時
灘
警
姦
，
葬
 
副
団
長
鶴
谷
初
太
郎
氏
消
無
灘
難
嘉
霧
蒋
翻
漁
獅
難
』
灘
（
熱
織
翻
 

副
団
長
鶴
谷
初
太
郎
氏
 

辻
」
弾
沿
縁
一
、

5
漕
環
海
団
第
八
部
副
部
和
離
密
翫

m署
覧
一
に
良
い
水
 

”
 
り
山
襲
晦
』
弧
難
駕
一
 
・
消
防
団
の
新
陣
容
成
る
 
熱
慧
防
騒
護
「
長
を
細
器
ぎ

i
ー
籍
緯
競
鷺
器
鱗
」
瞳
 

巧
 
四
 
口
陽
濠
 

H繊
事
船
議
「
一
 
罪
買
巨

q箭
国
ぞ
が
プ
。
 
難

m鰭
礁
団
員
並
び
に
 
第
四
部
副
部
紗
‘
乍
郵
挙
胃
謹
保
険
脱

i
i
一
気
雑
ぐ
 

消
防
団
の
新
陣
容
成
る
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1

ミ
 
・

Hい
交
付
式
を
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r
E
（
 
ヒ
」
＋

F
 
行
つ
た
。
 

1
2
 

委
始
藤
報
 

W
 
生
 
臓
薪
競
 

羽
 
《
己
、
 
鵬
会
組
織
 

団
附
部
長
 
】
戸
 
正
友
消
防
団
団
附
部
長
を
命
ず
る
 

一
 「
 
損
細
襲
‘
』
癖
嘩
」
一
購
鷲
鷲
鰻
「
柵
秋
鷲
縄
麟
雄
」
鷺
毅
響
鶏
”
藤
議
馴
緩
消
防
「
「
醸
警
嘉
難
蕊
難
鰯
落
一
赤
 
一
 

引
 
2 ，

 
議
 
引
続
き
五
 
ク
 
中
村
文
男
（
飯
詰
）
 
る
こ
と
に
な
り
十
二
月
十
二
日
に
正
式
に
辞
表
を
山
内
市
畏
に
提
出
同
日
退
職
が
発
令
 
団
附
溜
堰
叱
晩
げ
滴
。
 
第
五
部
班
長
ー
「
 

i
、
、
脚
税
り
納
入
状
況
い
か
ん
に
上
」
和
庁
馴
わ
も
」
 
「
 
一
 

「
 
・
七
」
 
議
 
所
明
市
民
 
ク
大
沢
徳
太
郎
（
七
和
）
 
さ
れ
た
。
後
任
は
分
団
長
会
で
千
大
百
名
の
団
負
の
総
意
を
得
て
神
武
氏
を
満
場
一
致
 
鎌
五
普
園
剖
線
ー
・

1
3
1

」1
1
'
i
β

り
確
戸
げ
曳
 
つ
て
は
補
助
金
等
が
減
額
さ
れ
（
柳
知
引
き
の
点
 

五
所
川
原
市
消
防
団
長
荒
谷
勝
太
郎
氏
は
四
十
年
に
亘
る
消
防
人
と
し
て
功
労
が
認
め
 

ら
れ
て
今
春
最
高
の
栄
替
で
あ
る
黄
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
機
に
勇
退
す
 

る
こ
と
に
な
り
十
二
月
十
二
日
に
正
式
に
辞
表
を
山
内
市
畏
に
提
出
同
日
退
職
が
発
令
 

さ
れ
た
。
後
任
は
分
団
長
会
で
千
大
百
名
の
団
員
の
総
意
を
得
て
神
武
氏
を
満
場
一
致
 

で
揺
選
し
十
ニ
月
十
五
日
付
で
発
令
と
な
つ
た
。
 

ま
た
副
団
長
雨
萩
永
一
、
尾
崎
巌
雄
の
両
氏
が
辞
任
し
た
の
で
神
新
団
長
は
と
り
あ
え
 

ず
第
七
部
長
の
鶴
谷
初
太
郎
氏
を
副
団
長
に
任
命
し
た
。
な
お
荒
谷
勝
太
郎
氏
は
神
団
 

長
の
顧
問
と
し
て
協
力
す
る
。
 

行
つ
た
。
 

五
万
円
、
そ
の
他
の
交
付
金
九
”
 
で
す

o
 団

附
部
長
を
免
ず
る
。
 
第
五
部
班
長
 

険
税
の
納
入
状
況
い
か
ん
に
ょ
」
不
行
届
剖
も
、
 
（
 
一
 

議
 
引
晩
ほ
伍
 

ク
 
中
村
文
男
（
飯
詰
）
 

ク
大
沢
徳
太
郎
（
七
和
）
 

細
駄
男
噂
麟
駄
議
鷲
』
慧
慧
舞
鷲
」
麟
難
鈴
無
慧
難
ご
意
見
を
 

と
ど
き
ま
し
た
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，
 

日
も
早
く
納
ぬ
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臣
行
い
市
立
西
北
病
院
に
 

さ
い
 
．
「
．
工
い
り
 

鼠
譲
消
齢
員
纏
鰭
細
第
一
分
団
第
六
部
長
を
擬
総
貴

n
た
金
総
一
滞
難
鷺
書
需
 

J
t
l
j
,
!

‘
ノ
ー
，
‘
 
一
‘
」
‘

t
I
l
,
 
1
l
J
J
.
1
 

下A 、
い
。
 
い
 
、
ー
ー
ノ
 

左
記
の
役
 
「
 
・
 
ー
‘
 

員
を
決
定
午
后
四
時
閉
会
し
た
師
尾
？
一
一
 
曽
裕
新
”
静
 

＠
 
滞
納
分
 

前
に
申
述
べ
た
よ
う
に
，
補
助
”
用
者
の
み
な
さ
ま
の
一
人
一
 

金
等
を
増
額
さ
れ
て
皆
様
へ
還

W人Dカ
に
支
え
ら
れ
て
お
り
 

た
て
て
、
 

部
長
を
免
ず
る
。
 
十
二
月
十
八
日
発
令
 

第
四
部
持
 
斉
藤
作
太
郎
 

記
 会
 
畏
 
山
内
際
七
（
松
島
）
 

副
会
長
 
執
吉
太
郎
（
五
所
川
 

原
）
 

ク
 
三
上
忠
吉
（
ク
）
 

理
 
事
 
清
野
勇
助
（
長
柵
、
 

ク
 
工
藤
義
清
（
三
好
）
 

ク
 
佐
藤
サ
ダ
 
（
梅
沢
）
 

ク
 
斎
藤
和
吉
（
毘
沙
門
）
 

ク
畏
尾
東
八
郎
（
中
川
）
 

ク
 
山
田
峰
作
（
巣
）
 

理
く
だ
 

代
表
電
話
二
一
三
一
 

市
立
西
北
中
央
病
院
で
は
去
る
 

十
月
院
内
電
話
交
換
機
を
新
設
 

い
た
し
ま
し
た
。
 

代
表
電
話
番
号
は
ニ
一
三
一
で
 

す
。
病
院
に
電
話
す
る
・
万
は
グ
 

イ
ヤ
ル
を
廻
し
交
換
が
比
た
ら
 

鶴谷副団

員 

荒
谷

前団長 元
さ
れ
る
し
く
み
に
な
つ
て
お

り
ま
す
。
 

以
上
ご
理
解
の
上
完
納
下
さ
る

ょ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

い
ま
す

o事
業
を
支
え
る
大
き
 

な
財
源
は
何
と
云
つ
て
も
、
 

パ
 
ご
都
合
 

消
防
団
第
一
分
団
副
分
団
長
を
 
三
で

I三
ヲ
，
三
？
‘

F昌
？
ニ
，
一
 

蘇
議
野
繍
舞
”
難
）
蹄
難
」
 

命
ず
る
 
「
」

1
1
H

「1
1
h
n

”
弓
巨
）
 

」
に
し
 
稽
 

み
な
さ
ま
使
用
料
や
工
事
費
 

等
ゼ
か
ら
で
す
 

そ
れ
で
、
使
用
料
等
に
滞
納
 

が
重
ん
で
ま
い
り
ま
す
と
、
 

古
く
な
つ
た
水
道
施
設
の
改
 

良
や
新
規
拡
張
工
事
は
も
ち
 

相
談
で
 

す
。
 

豊
静
ず
令
武
矛
轄
熊
”
導
消
競
薄
姦
孝
離
懇
巌
 

左
所
川
原
市
消
防
団
畏
を
命
か
 
副
団
身
．
雨
親
‘
氷
一
，
ー
ー
ー
ー
ー
『

f菊
．
清
隆
所
川
原
公
民
舘
で
お
こ
な
う
。
 

消
防
 
辞
令
 

何4科
、
何
々
宇
，
と
お
話

L
 

，
‘
ー
 
．
 

下
さ
い
。
 
一
 
消
防
団
長
 
荒
谷
勝
太
郎
 

願
い
に
よ
り
五
所
川
原
市
消
防
 



市 の 

 人 

 口 
 

(
II
月
末

現在） 

念
大よ
1、 

 
49.
438 
 

男 女 

 25
・3
叱 

世帯

数 

 9
・2
W  
I 

七
、
土
岐
伝
吉
‘
徴
 

の
二
、
三

F
 
蹴
に
つ
い
て
 

，
之
・
 

国
 
一
業
の
 

、
 
●
 
《
一
●
、
一
一
、
一
‘
ー
‘
 

（
失
業
対
策
と
産
業
振
興
策
 

に
つ
い
て
）
 

五
、
小
田
桐
源
太
郎
鳶
員
 

④
阿
部
堰
の
揚
排
永
に
つ
い
 

て
 六
、
西
谷
美
佐
雄
横
員
 

の
薪
炭
費
に
つ
い
て
 

加
鶏
競
舞
皆
い
て
 

、
く
‘
く
一
 

般
質
問
の
あ
ら
ま
し
一
 

は
次
の
通
り
 

一
、
松
元
与
三
郎
議
員
 

一
般
質
問
者
お
ょ
び
そ
の
項
目
 

歳
入
歳
出
更
生
予
算
（
減
額
 

更
生
一
一
、
 
一
七
二
千
円
総
 

（
追
加
額
九
、
〇
五
〇
千
円
 

総
額
四
八
、
七
九
五
千
円
）
 

四
、
特
別
会
計
都
市
計
画
事
業
 

員
を
決
定
午
后
四
時
閉
会
し
た
 

.
H

レ
 】l
n
 会
 
畏
 
山
内
膝
七
（
松
島
）
 

副
会
長
 
神
吉
太
郎
（
五
所
川
 

原
）
 

ク
 
主
上
忠
吉
（
ル
）
 

理
 
事
 
清
野
勇
助
（
畏
橋
、
 

ク
 
工
藤
義
清
（
三
好
）
 

民
生
委
員
の辞

令交

磁 

協
議
会
長に

山内

藤
七氏 

市
福
祉
事
一
 

務
所
で
は
一
 

十
月
四
日
 

午
后
一
時
 

よ
り
市
立
】
 

西
北
中
央
 

病
院
講
堂
 

麟
製
一
 

員
の
辞
令
 

交
付
式
を
 

行
つ
た
。
 

式
終
了
後
 

引
続
き
五
 

所
川
市
民
 

生
委
員
協
 

鵬
会
組
織
 

会
を
行
い
 

左
記
の
役
 

「
結
「
 

知
興
「
 

符×
r
 

と
ど
き
ま
し
た
ら
、
 

日
も
早
く
納
め
て
 

さ
い
 
滞
納
分
は
、
）
 

た
て
て
、
お
鳳
 

理
く
だ
さ
い
。
 

ご
都

Aロ
で
「
朴
 

」
に
Lた
い
方
 

軽
に
当
水
道
喫
 

で
く
だ
さ
．
 

相
談
て
 

す
。
 

中 お

ザ‘ 

"
 

⑩
 

消
防
 
辞
令
 

三
十
一
日
正
 

し
ま
す
。
 

税
務
課
で
は
，
 

五
、
集
へ
 

六
、
固
定

r・l
I
 

一
奄
亜
 

員
の
選
任
に
つ
き
同
奉
を
求
 

め
る
。
 
（
俵
元
三
上
繁
助
氏
 

を
同
意
）
 

七
、
起
債
及
び
償
還
方
法
 

、
 
、
 

 
‘ー

ー
 

 
ー
ーー

ー

ー
 
‘
ー

ー
 

r
'
I
 
E

・
“

f‘
】
ー
ー
ー
 

ど
健
嚇
に
、
ご
家
族
お
そ
ろ
 
「
み
ん
か
 

附
）
 
一
 

一
四
、
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 
一
 

（
市
農
業
共
済
組
合
事
務
所
 

敷
地
と
し
て
元
町
の
市
有
地
 

六
十
一
坪
九
合
五
勺
を
月
額
 

七
五
円
で
賃
貸
す
る
）
 
一
 

簡
章
化
に
つ
い
て
 
（
ノ
ー
 

発
行所 

 五所川

原
市役

戸 

電
話（

代）

2・
H1  

印刷所 

 青森民友

新聞ネ 

し
プ
ノ
 

1、
、
 

八
、
斉
脚
知
問
民
‘
ー
 
ー
、
 
（
 

の
津
軽
総
合
開
発
事
務
所
の

m
 誘

致
に
つ
い
て
．
・
 
‘

m
 同

職
業
補
導
所
の
誘
致
に
つ

m
 

第
5
8
ザ  

い
で
、
良
い
日

Aを
お
過
ご
 
を
十
分
な
サ
ー
 

m
 

い
て
 
同
一
般
施
設
に
つ
い
て
 

w
 同

明
年
度
予
算
の
重
点
的
編

m
 成

方
針
に
つ
い
て
 
耐

困
旧
津
軽
急
行
道
路
の
改
修
「
 

に
つ
い
て
 

m
 

お
知
ら
せ
 
一
 

し
く
だ
さ
い
ま
す
・
ょ
う
ー
 
で
安
く
タ
ー
と
 

」
発
難
編
『
肌
誉
競
？
 

日
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
 
さ
ま
の
ご
利
益
 

な
い
も
の
で
す
。
 
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
 

私
ど
も
水
道
課
の
全
職
員
は
 
つ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

需
用
者
】
万
五
千
人
の
生
命
・
使
用
料
等
の
滞
納
と
‘
 

を
お
あ
ず
か
り
し
て
い
る
の
ー
と
は
、
水
道
事
業
に
叫
 

と
同
様
で
あ
る
 
わ
り
を
片
 

(
1
部
2
円
） 

三
、
山
谷
満
広
議
員
 

の
五
小
、
五
巾
の
増
改
築
に
 

つ
い
て
 

回
水
道
幹
線
延
長
に
つ
い
て
 

四
乳
牛
、
養
豚
奨
励
に
つ
い
 

て
 同
支
所
の
統
廃
合
に
つ
い
て
 

困
公
益
質
屋
の
あ
り
か
た
に
 

九
、
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て
 

（
鶴
ケ
岡
小
学
校
室
内
運
動
 

場
建
設
敷
地
と
し
て
二
反
三
 

畝
を
四
八
三
千
円
で
買
収
）
 

市
議
会
十
二
月
定
例
会
 

一
般
質
問
で
張
切
る
 

の
し
尿
処
理
場
新
設
に
つ
い
 

て
 一
、
櫛
引
留
吉
議
員
 

の
市
税
の
滞
納
処
分
に
つ
い
 

て
 

一
〇
、
寄
附
採
納
（
松
野
木
集
一
 

会
所
新
築
使
用
材
に
充
て
る
 

た
め
中
川
重
蔵
か
ら
ヒ
パ
丸
 

太
拾
四
石
、
杉
立
木
八
六
石
 

を
寄
附
）
 

一
一
、
寄
附
採
納
（
ー
ノ
坪
ょ
 

り
津
軽
飯
詰
駅
に
至
る
新
設
一
 

道
路
用
地
と
し
て
飯
詰
伊
藤
「
《
 

保
造
外
四
名
か
ら
合
計
一
六
ニ
 

、
当
り
七
千
円
 
「
 

額
は
ニ
六
五
五
万
余
円
（
国
保
（
 

才
田
総
額
の
七
十
八
％
）
で
、
 

w
 こ

れ
の
財
源
と
し
て
は
保
険
税

m
 

ノ
ノ
療
費
 

夢
醗
麗
叶
 

という自」兎D l
ー ーー 

	

まいり11 
・本〕とこ【 「d‘ヤ ” m失一一。騒

はもちろん、 、 ゃ、こわ

深夜でも、取 ー 》 水道を描 

水ー浄水ー配 馴、 ようとい 
水に万にーっ 馴 

	

民の方r 
の手落ちのな 司引 きなど磯 
いょう全力を ＆嚢小 

	

おかけ寸 

「

水道需壁

の

みなさ勲こ

撫願い

11 
回
市
立
病
院
の
運
営
に
つ
い
 
つ
い
て
 
昭
和
「
 

て
 
四
、
寺
田
義
雄
議
員
 
四
年
《
 

同
市
民
の
生
活
向
上
に
つ
い
 
の
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
 
い
て
』
 

て
 
回
青
年
教
育
と
冠
婚
葬
祭
の
 
昭
和
一
 

山内

市
長 

仙庭

議長 匁
雫hの
療
養
給
付
 

声
、
、
ノ
，
、
く
く
）
 

一
五
三
九
万
余
円
（
三
十
七
％
一

m
 

・
 

、
 
】
一
馬
《
立
戸
カ
（
し
 

・
 

な
お
三
〇
余
万
円
の

）
、
補
助
金
八
九
〇
万
余
円
で
一
（
 

な
お
三
〇
余
万
円
の
不
足
を
み

m
 

・
 半

額
三
、
五
五
〇
円
 

で
は
一
世
帯
当
り
の
 

平
均
ど
の
程
度
賦
課
 

る
か
と
云
う
と
一
年
 

〇
〇
円
で
そ
の
う
ち
・
 

和
コ
ー
十
五
年
度
 

新
し
く
成
人
と
な
ら
れ
た
方
の
前
途
を
祝
福
し
て
昭
 

額
一
二
、
 
一
五
四
千
円
）
 

五
、
手
教
料
条
例
の
一
部
改
正
 

た
状
態
で
あ
り
ま
す

ニ
●
貝
き
う
ー
片
ー
ト

o
 
"
 

た
状
態
で
あ
り
ま
す
。
 

広
 

市
 

原
 

所
 

五
 

、
 三

坪
八
合
を
寄
附
）
 

の
成
人
式
を
行
な
い
ほ
け
か
ら
、
ぜ
り
ご
油
濡
け
携
は
に
汐
っ
一
詔
詳
獣
器
年
間
平
均
一
 

一
方
一
世
帯
当
り
の
 

幕
難
獲
環
腰
拝
」
精
 
案
 
件
 

jす
舞
m
/
i

‘
ー
ゴ

i玉
プ
認
嚢
が
野
木
成
 

つ
く
し
て
お
り
 
「
 
）
 
と
に
な
る
 

せ
い
た
し
唾
す
。
 
（
該
当
者
に
は
〈
ガ
キ
で
通
知
い
た
し
ま
す
が
、
 

定
例
会
は
十
二
月
十
九
日
開
会
 

ー
医
療
費
は
七
一
〇
〇

医
療
費
は
七
一
〇
〇
円
で
そ

D
m
 

課
 

で
す
。
 

私
ど
も
は
 

編
輪
違
響

m線叫
ープ
臨
再
建
計
画
の
変
更
に
六

r麟議
い
輔
纏
 
“
競
議
編
務
霜

一い
い
い
郵
 
し
豆
ヒ
ジ
勲

一、
弓
」
可
志

『
ー申・
昨
難
違
震
癖
憲
思
麟
み
な
さ
 

式
線
つ
い
て
 

し
出
て
下
さ
一
中
ら
嘱
瞭
磯
瑚
津
は
払
』

m『
（
ま
叫
水
迦
鋤
備
 

・
か
ら
医
療
機
関
に
支
 

簿
難
鷲
難
熱
難
舞
舞
蟹
「
極
鍵
鷲
綴

讐醸
か
輸
簾
一
認
謙
鰍
成
人
 

 m義
影
親
甑
難

m三
一
般
会
計
歳
入
歳
出
追
加
 
像
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 
弾
准
准
揖
諾
然
坊
世

l
直
破
 

早
く
事
業
 

全
に
し
「
 

い
ま
す
（
療
養
給
付

山
は
け
」
瞭
湊
幡
吋

nほけ
）
、
（
か
伽
概
柳
醗
勧
 

鋸
難
）
難
麟
器
鯵
与
倉
働
取
締
条
例
を
廃
止
舞
彩
鳶
詳
一
一
簾
茅
軒
春
か
糾
汝
誉
浮
臨
編
麟
麟
蕪
灘
蕪
 

道
 

な
に
良
い
 

難
拷
倉
滞
織
抱
三
一
」
糾
請
影
い
か
き
八
藤
静
勤
災
害
補
償
組
合
牛
軒
鋪
響
数
齢
黒
「
田
を
生
碧
貧
』
身
押
・
略
和
三
十
五
年
一
片
十
五

1
1

午
前
一
駕
撒
震
雇
愚
」
認
誠
嘱
駄
 

十
今
な
サ
 

十
分
な
サ
 

ス
で
安
く
 

の
念
願
を
 

示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
つ
た
三
編
濃
掛
咽
琢
停
喋
滴
定
ノ
規
細
“
「
艇
如
麟
製
研
建
眺
」
製
纏
嘱
灘
慧
！
十
時
 
場
加
 
五
所
川
原
高
校
講
畑

1
 
，
 
」

9
9

油
」
そ
ゆ
づ
●
涌
入
濫
「
 

m係
員
が
駈
け
め
 

歳
入
歳
川
追
加
更
生
予
算
 

』
い
い
い
彰
丁

4
‘
し
‘
引
”
予
〈
 
ー
 
・
 
ー
 
，

,
 
!
 

〈
 
つ
た
金
額
は
一
世
帯
当
り
ニ
、
 

m
,
H

一J
瑚
」
”
 

T
A

代
表
田
中
運
次
郎
か
ら
寄

γ・
、
、
く
“
、
く
ノ
ー
、
、
、
く
く
く

I
？
、
？
・
、
、
“
く
く
ノ
・
・
、
“
く
く
く
ノ
、
く
く
“
‘
く
ノ
ー
〉
 
巨
”

H捜
，
一
七
者
，
ニ
ー
ニ
 
”
ぐ
つ
て
お
り
ま

つ
た
金
額
は
一
世
帯
 

、
 

規
約
 

水
 

す
る
た
め
 

〇
四
O円
。
 

三
月
昌
言

gユ
」
三
三
て
月
三
三
三
三
昌
三
．
三
三
三

f三
‘
 
に

1
×

汗
・
・
1
l
J

…
・
一
・
・
ン

l
W

す
。
 

副
団
長
 
尾
崎
 
藤
雄
消
防
団
員
並
に
第
一
分
団
第
七
投
湾
踊

m晦
注
活
黒
、
絡
 

4
1
《
矧
「
‘
ビ
」
、
 

計
画
を
た
 

頑
張
づ
て
 

ま
す
．
 

烏
加
夢
昨
紗
醸
鷲
纏
袋
第
一
分
団
第
七
鶏
蒋
薄
輪
一
諜
騰
 

副
団
俣
を
晩
ず
滴
。
；
ー
 

i
i
~
l
 

ー
市
叫
庭
歌
邸
釦
を
充
当
し
と
引
引
が
過
い
か
」
 
す
れ
ま
何
 

市
清
防
団
長
に
神
武
氏
 

副
団
長
鶴
谷
初
太
郎
氏
 

消
防
団
の
新
陣
容
成
る
 

市
 

‘
 
》
，
き
 

）
劫
力
を
ぱ
 

、
 

十
二
月
十
七
日
発
令
 
消
防
団
員
並
に
第
一
分
団
第
四
 

消
無
驚
警
鱗
窯
競
難
珊

I
I
難
難
麟
一
灘
 

第
五
部
長
 
石
塚
音
太
郎
一
長
を
命
ず
る
。
 
影
い
」
”
引
主
バ
に

Hリ
り
い
幽
 
く
ー
う
 

瞬
極
嚢
響

m髭農
一

f蘇裁
副
部
線
ト
ー
騒
携
競
離
影
醜
ツ
細
響
も
 

部
長
騒
粉
郎
。
二
戸
正
友
消
防
団
団
附
部
長
線
軒
唯
撰
響

n鋤潟
獄
一
「
黙
影
か
 

・

ー
 

、γ 

 
才ノ  

（

響
講脇

器） 

 昭

和
34

年1
2
月
25

日 

五
所
川
原
市
消
防
団
長
荒
谷
勝
太
郎
氏
は
四
十
年
に
亘
る
消
防
人
と
し
て
功
労
が
認
め
 

ら
れ
て
今
春
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
黄
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
機
に
勇
退
す
 

る
こ
と
に
な
り
十
二
月
十
二
日
に
正
式
に
辞
表
を
山
内
市
長
に
提
出
同
日
退
職
が
発
令
 

さ
れ
た
。
後
任
は
分
団
長
会
で
千
六
百
名
の
団
員
の
総
意
を
得
て
神
武
氏
を
満
場
一
致
 

で
揺
選
し
十
ニ
月
十
五
日
付
で
発
令
と
な
つ
た
。
 

ま
た
副
団
長
雨
森
永
一
、
尾
崎
藤
雄
の
両
氏
が
辞
任
し
た
の
で
神
新
団
長
は
と
り
あ
え
 

ず
第
七
部
長
の
鶴
谷
初
太
郎
氏
を
副
団
長
に
任
命
し
た
。
な
お
荒
谷
勝
太
郎
氏
は
神
団
 

長
の
顧
間
と
し
て
協
力
す
る
。
 

五
万
円
、
そ
の
他
の
交
付
金
九
「
で
す

o
 

願
い
に
よ
り
消
防
団
員
並
び
に
 
十
月
十
八
日
発
令
 

団
附
部
長
を
免
ず
る
。
 
第
五
部
班
長
 

第
五
部
副
部
長
 
鶴
谷
 
芳
松
 

木
村
太
治
郎
消
防
団
第
五
部
副
部
長
を
命
ず
 

願
い
に
よ
り
消
防
団
員
並
に
副
る
。
 

部
長
を
免
ず
る
。
 
第
七
部
班
長
 
川
村
畏
吉
 

第
六
部
長
 
中
村
 
正
雄
消
防
団
第
一
分
団
第
六
部
長
を
 

〇
万
円
と
な
つ
て
い
ま
す
が
保
（
 
こ
う
し
た
点
で
 

険
税
の
納
入
状
況
い
か
ん
に
ょ
「
不
行
届
き
も
 

ク
 
中
村
文
男
（
飯
詰
）
 

ク
大
沢
徳
太
郎
（
七
和
）
 

つ
て
は
補
助
金
等
が
減
額
さ
れ
”
お
気
づ
き
の
点
 

ま
す
の
で
来
る
十
二
月
三
十
］
酬
は
、
ご
陰
意
な
く
ご
意
見
を
 

日
ま
で
に
保
険
税
を
全
納
し
て

mお
よ
せ
く
だ
さ
い

o
 市

立
西
北
病
院
に
一
 

電
話
交
換
機
新
設
一
 

代
表
電
話
ニ
一
三
一
一
 

市
立
西
北
巾
央
病
院
で
は
去
る
一
 

十
月
院
内
電
話
交
換
機
を
新
設
 

い
た
し
ま
し
た
。
 

代
表
電
話
番
号
は
二
】
三
一
で
一
 

すo病院
に
蹴
話
す
る
・
万
は
ダ
ー
 

イ
ヤ
ル
を
廻
し
交
換
が
出
た
ら
一
 

何4科
、
何
々
室
、
と
お
話
し
一
 

下
さ
い
。
 

u
 

（
一
 
一
 

 
）
 

、
 な

お
納
入
さ
れ
ま
し
た
金
額
は
（
当
市
の
水
道
課
事
業
は
、
需
 

前
に
申
述
べ
た
よ
う
に
、
補
助
（
用
者
の
み
な
さ
ま
の
一
人
一
 

金
寧
を
憎
願
さ
れ
て
皆
様
へ
還

mへD力
に
支
え
ら
れ
て
お
り
 

元
さ
れ
る
し
く
み
に
な
つ
て
お

mま
す

o事
業
を
支
え
る
大
き
 

願
い
に
よ
り
市
消
防
団
員
並
に
 
命
ず
る
 

部
長
を
免
ず
る
。
 
十
ニ
月
十
八
日
発
令
 

第
四
部
長
 
斉
藤
作
太
郎
 

消
防
団
第
一
分
団
副
分
団
長
を
 
ニ
ー
で

J三
弓
．
ニ
三
．
一

E
J

三
て

I昌
？
一
 

神 

 団

長 

鶴

谷副団

星 

荒
谷
前団

長 

o
 
(
 

：
十
l
I
・
ニ
ー
‘
・
こ
？
…
 
、
 

り
ま
す
 

り
ま
す
‘
 

mな
財
源
は
何
と
云
つ
て
も
、
 

躍
競
器
鏡
蝉
さ
る
一
醜
雄
贈
料
や
エ
事
費
 

自
衛
官
募
集
中
 

命
ず
る
。
 

第
五
部
班
長
 
中
村
正
治
 

消
防
団
第
一
分
団
第
五
部
長
を
 

命
ず
る
 

防
衛
庁
で
は
昭
和
三
十
四
年
庭
 

第
四
次
自
衛
官
を
次
の
要
項
で
 

募
集
中
。

O願
耕
締
切
一
月
十
 

四
日
同
試
験
日
は
一
月
十
七
日
 

か
ら
三
十
一
日
の
間
に
】
日
五
 

所
川
原
公
民
舘
で
お
こ
な
う
。
 

税
 
務
 
果
 
（
そ
れ
で
、
使
嶋
料
等
に
滞
助
 

1
l
i

十
一
「
 
」
雀
淫
は
劣
」
落
一
 

一
団
長
を
免
ず
る
 
る
。
 
第
八
部
副
部
長
 

一
 
十
ニ
月
十
ニ
日
発
令
 
五
所
川
原
市
消
防
団
員
を
命
ず
 
松
坂
 
忠
孝
 

佐
藤
サ
ダ
 
（
梅
沢
）
 

ク 

ク 

”
古
く
な
つ
た
水
道
施
設
の
改
 

「
熱
鷲
鷲
購
）
 

・
」

”

“
J  

）
良
や
新
規
拡
張
工
事
は
も
ち
 

一
 消

防
団
長
 
荒
谷
勝
太
郎
 
神
 
武
 
十
ニ
月
十
五
日
発
令
篇
看
消
防
団
団
附
部
長
を
命
ず
る
。
 

二
願
い
に
・
よ
り
五
所
川
原
市
消
防
五
所
川
原
市
消
防
団
長
を
命
ず
 
副
団
長
 
雨
森
 
氷
一
 
」
 
千
叫
．
‘
肩
隆
 

下
さ
い
。
 

か
多
り

γン
ン
り
り
ン
多
ン

zラ
・
ン
多
多
り
り
ン
ン
ン
ン

z
 

ク
 
山
田
峰
作
（
栄
）
 

し
リ
Aレ
ー
」
 
一

v、
、
、
 
‘
、
ー
 

「

ジ
ー
 
ー

・
 
「
「
 
、

、
 

・

プ
 

、a
1
1
1
1
v
 

ー
ー
一
 

ー
“

ー
ー
 

 
ー
 
、
、
 

?
h
H

封
‘
リ
ー
 
、
・
‘
 



1
1
1
 ・l
~
l

レ
【
」
r
ー
ー
 

一月
定

例
会
 一競

麟
鷲
盤
響
 

一
誌
静
蹴
取
締条
例
を
加

止
臨
湾
陰
選
“
菰輪
驚
彩
い
r
詳
記
い
割
h

」四
年
什
一
一月n
i十
一
曇
議
難
難
蕪
器
醜
ざ
（
」
 

い
シ
し
 
七
、
危
険
物
取
締
条
例
を
廃
止
 
壱

台

肖
三
八
、
 
．ト
”
一
」
「1
1
三
‘
、
‘I
J
 二
「
一、1
 

原
高
校講
堂
 

一
加
鍋
麗
詔
鶏
緊
認
響
澄
麟

”
 
醜
 

i
カ
I
八
』発

m勤
災
害
曹
組
合
学
機
●
m選
如
野舞
抑
馴驚
 
一
日
ま
で
生
れ
た
男
女
 
期
日
《
昭
和
三
十
五
年
一
月
十
五
日
午
前
一
ほ

睦
専
佐

4澗
ニに
一
「
い評
槌議
習
な
宇

‘
二』
 
霧

藻
滴
定
ノ規
禦
証
整
。
馴
麟
影
雌

製
麗

瞬
，彫
加
慧
 
十
時
 
場
所
 
五
所
川
原
高
校
講
堂
 
一

ゆ
o四
縄
豊
編
入
に
烹
知
即
劃
時
）
・『
リ
下
 
性
 

」
予
算
 ‘

 
に《
り
りり
」
」『
二
三
摘
，
，
 

《
与
、霧
 
窒
 
灘

鷲
』
与
 

、
編？編
一
警
ゆ
浮
 

i

嶋
胆
）
鑑
？」
嘉
麟
麟
舞
欝
無
癖
譲
 

規
約
 

T
A
代
表
田
中
運
次郎
か
ら
寄
》
く
？
こ
く
、
‘
、
‘
く

く
？、
、
“
くJ、
ー
、
？
・
、
“
‘
くく
ノ
、
く
ノ
、
“
く
く

ノ
＞、
く
く
く
“
く
‘
、
し
 ソ
”
H
強
与
一
田
遮
一一
ー二
一
 細
ぐ
つ
て
お
り
ま
 
ユ
，
 

く
 
す
で
 

二
‘」
ョニ
昌
三
三
昌
昌
コ
‘」三
I
シ
ジ
勲
主一
勲・
か「
彰・
か引
引
割
割
シ
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
シ
割一
引釦
『
B

瑠
現
」lシ
ilか
郵
熱
す

h
二
二
り

rx
ロ
二
」
水二
勲
 

J、
ー
、
？
・、
“
‘
く
く
ノ
、
く
ノ
、
“
く
く

ノ
＞、
、
く
く
く
‘く
く
‘？
し
 ア
申
乃
興
り
ー
ョ
，
「」
「
マ
：
 皿
ぐ
つ
て
お
、り
ま
・
？
，
 

・
ぐ
 
‘
 
す
で
 

‘
引
引一
引引
引
・
引
引
か
引
シ
』

し
」
可
B

瑠
押

l己
i
L
i

ソ

J（
む
、

‘
 

x
 
水
 

鱗
 

1五
所
川
原
市
消
防
団
長
荒
谷
勝
太
郎
氏
は
四
十
年
に
亘
る
消
防
人
と
し
て
功
労
が
認
め

ら
れ
て
今
春
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
黄
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
機
に
勇
退
す

る
こ
と
に
な
り
十
二
月
十
ニ
日
に
正
式
に
辞
表
を
山
内
市
長
に
提
出
同
日
退
職
が
発
令

さ
れ
た
。
後
任
は
分
団
長
会
で
千
六
百
名
の
団
員
の
総
意
を
得
て
神
武
氏
を
満
場
」
致

で
推
選
し
十
ニ
月
十
五
日
付
で
発
令
と
な
つ
た
。」
 
‘
 
・
・

ニ
 
ン
…
 
・
 
一

・

ま
た
副
団
長
雨
森
永
一
、
尾
崎
藤
雄
の
両
氏
が
辞
任
し
た
の
で
神
新
団
長
は
と
り
あ
え

ず
第
七
部
長
の
鶴
谷
初
太
郎
氏
を
副
団
長
に
任
命
し
た
。
な
お
荒
谷
勝
太
郎
氏
は
神
団
 

長
の
顧
問
と
し
て
協
力
す
る
。
 

・
 

ー
 

・
．
 一
．
 
・
！‘
・
．
 

ミ
施
）
導「a
dれ
承
磐
 
H

編

編
人
，
 
寿
警
，
会
，
 

」一
篤
舞
競
無
譲網
議
醸
簾
声
Y

『
 

消
防
団
の
新
陣
容
成
る
プ肩
舞
轄
襲
啄撲
嚇
静
舞
ジ
嘉
調
鷺

製
認
お
勢
』
」騒

二

」
」
 

楊
建
設
敷
地
と
し
て
ニ
反
三
 
の
し

尿
処
理
場
新
設
に
つ
い
 

回
水
道
幹
線
延
長
に
つ
い
て
 

九
、末
馴塵
の
恥
かつ
い
で
か
騒
鷲
ホ
よDそ
唾
旧
げ
群
謹
騒

増
改築
恒
七
ひ議
繁
難

t
 
一
困
響
勲
鍛
路
の政
修
「輪
結
鶏
総
裂
い
 

（鶴
ケ
岡
小
学
校
g
内
運
動
一
、

松
元
与
三
郎
議
員
 

『

つ
い
て
 

‘
 
一
 
の
二
、

三
男
対
策
に
つ
い
て
ー
 に
つ
い
て
 

「
い
』
い

γ
」
か
「
‘
『
に
こ
に
 

」
妻
繊
護
』
麟
一」
難鷺
曹
  

士
証
能
話
紹条
伽
を焼
止
一
稽静
採
納（
鶴力
岡
小
一⑩
蕎
声
油
摩
漂
什
月

這

は
り昭
和塙
津

請
拝
一

平
学
麟
構
麟
鷲
認
鞭

黙
鶴
り
浸
「
 

④
該
当
者
 

昭
和
十

四
年
一

月
一

日
よ
り

昭
和
十
四
年

十
二
月
三
十

一
平
均
ど
の
書
度
賦
調
削
川
で
四
？
滴
織
準
細
嘱
 
］
に

‘
 

三
 
、
許

ョ
巨
」
こ
」
三
H
."）
十
引
『
一十
L

・
1
1
・・
一
．
H
一
．
い
を
川
レ
ー

ーL
十
F
'

〈
戸
け
「
「
い
凄
中
噴
雄
仁
コ
」
れ
m
や
降
雪
を
お
か
ブ
七●
」
、・
 
二
？
 

一さ
？
 

嚇
難
難
窪
稽
事
三言
●
扇
鷲
鯵
線
）
一
極
綴
麓

議

「
醸
 

麟
一
麟
撫
欝
鷺
 

、
．二二
 
・
 
‘
散
長
力
免
ず
る
c・
―…

 

“
 

，
傑
省
・
峯
作
i
」
、i
テ
9
、
一＃
ガ
●
一
三
L
胡
ら
目
ン
H
弘
油」
‘k
 

・／
 
」斌
（
 

謝
鷺
「
γ

春
監
需
製
纂
轟
「
「
舞
m
難
薫

泳
競
撃
永
戸

与
」
 

い
」誠
難

紅
誓
還
市

溜
線

濃
輪
ず
る
 
影
畦
討

焼
鷲
無

器
譲
ゆ
噂

『列
阜
え

郵

『
 

輸
河
糾
論
終
響
卿
温
雌
陶
各第七
競
饗
踊
縫
「
語
畑」
需
凄●
誕
「」
三「
灘
 

、
 

 
「
 

、
 

→

／
 

謙り 

鍵鍵 J.. ) -'--.魯 
ジ 

→一一 

羅鷲欝 


